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　１０月１日、岡山県共同募金会高梁市支会は、赤い羽根共同募金の街頭募金活動を実施し
ました。 
　この日は、高梁市内３ヶ所で、高梁地区・落合地区の民生委員児童委員をはじめ、たか
はし障害者支援センター、高梁中央保育園、落合保育園の職員や行政の皆さんと共に募金
活動を展開しました。この活動は市民の皆さんが『笑顔』で福祉のまちづくりに参加して
いるとても大切な活動です。 
　実施期間は３ヶ月ですが、この『善意の心』が高梁のまちを元気づけています。 
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社会福祉法人高梁市社会福祉協議会では、今年度も『ふれあいサロン活動』
事業の申請受付を行っています。10月末日現在の申請団体は、61団体です。 

有
漢
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わ
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わ
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ロ
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十
月
九
日
、
有
漢
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
子
育

て
サ
ロ
ン
ひ
ま
わ
り
の
会
員
が
集
ま
り
交
流
し

ま
し
た
。  

　
同
サ
ロ
ン
は
、
毎
月
一
〜
二
回
有
漢
町
保
健

セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
育
児
の
情
報
交
換
や
子

育
て
の
悩
み
事
相
談
、
子
ど
も
達
の
ふ
れ
あ
い

を
目
的
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。  

　
こ
の
日
は
、
会
員
七
人
と
子
ど
も
十
人
が
集

ま
り
、
手
作
り
の
お
菓
子
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。  

　
会
員
か
ら
は
「
子
ど
も
の
成
長
と
と
も
に
色

ん
な
悩
み
事
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ

の
サ
ロ
ン
で
、
同
じ
立
場
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

情
報
交
換
が
で
き
、
本
当
に
助
か
り
ま
す
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。  

　
ま
た
、
同
サ
ロ
ン
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
や

お
正
月
行
事
、
料
理
や
お
菓
子
作
り
な
ど
の
企

画
を
し
て
お
り
、
笑
い
声
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

サ
ロ
ン
活
動
を
目
指
し
て
い
ま
す
。  

　
川
上
町
地
頭
地
区
で
活
動
し

て
い
る
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
サ
ロ
ン

で
は
、
会
員
八
人
が
地
区
の
見

守
り
と
交
流
を
図
る
た
め
に
、

体
力
づ
く
り
・
認
知
症
予
防
教

室
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

な
ど
の
行
事
を
計
画
し
て
い
ま

す
。  

　
今
回
は
、
六
人
の
会
員
が
柏

餅
と
大
豆
入
り
煮
込
み
ご
飯
の

お
弁
当
を
手
作
り
し
、
地
頭
地

区
の
八
十
五
歳
以
上
の
老
人
世

帯
及
び
七
十
五
歳
以
上
の
独
居

世
帯
四
十
六
人
を
対
象
に
友

愛
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。 

　
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
サ
ロ
ン
代

表
者
三
村
貞
子
さ
ん
は
「
地

域
の
み
ん
な
で
地
域
の
高
齢

者
を
見
守
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
で
地

域
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
た
て

れ
ば
嬉
し
い
で
す
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。  

　
十
二
月
に
は
地
区
の
配
食

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
員
と
合

同
で
お
弁
当
を
作
り
、
友
愛

訪
問
を
行
う
予
定
で
す
。 

お弁当を作っているようす 



　平成20年度から始まったふれあいサロン活動事業も本年度で2年目を迎え、各地域で色んなサロン活動が実
施されています。サロン活動団体の申請状況は、10月末時点61団体で、既に昨年度申請実績の49件を上回っ
ており、高梁のまちが元気づいています。10月末地域別現在での申請状況をお知らせします。 

　他にも色んなサロン活動が実施されていますが、「うちでは、こんなユニークなサロン活動をやって
るよ！」や「こんなサロン活動をやる予定です」等の情報をお寄せください。皆さんの活動で高梁のま
ちが元気になるように盛り上げていきましょう。  
 

¡備中　田原地区園芸クラブ 各種花苗を育成して、地区内の愛好者に提供して花を楽しんでもらう。  
¡高梁　玉川上野上サロン 一人暮らし・高齢者世帯の情報を収集し、お互いの見守り体制の周知 
 徹底を図る「地域福祉マップ」の作成  
 

　地域、町内等で同様の活動を実施されていたり、サロンに興味のある方はぜひ本市社会福祉 
協議会へお問い合わせください。 

【他のサロンの紹介】 　こんなサロンが高梁のまちを元気にしています。  
 

ふれあいサロン活動地域別申請状況 （単位：件） 
 

12 

10 

8 

6 

4 

2 

0
高梁  津川  川面  巨瀬  中井  玉川  宇治  松原  高倉  落合  有漢  成羽  川上  備中 

第28号

（3）

市
内
外
の
方
へ
ご
協
力
の
お
願
い
を
し

て
お
り
ま
す
平
成
二
十
一
年
度
賛
助
会
費

に
つ
い
て
、
多
く
の
方
か
ら
ご
理
解
ご
賛

同
を
賜
り
、
九
月
末
現
在
で
七
百
十
六
万

三
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
貴
重
な
浄
財
に
つ
い
て
は
、
会
員

制
度
の
主
旨
の
と
お
り
地
域
福
祉
活
動
事

業
に
充
当
し
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
や

ふ
れ
あ
い
相
談
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支

援
な
ど
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、引
き
続
き
福
祉
委
員
を
通
じ
て
、

賛
助
会
員
へ
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
を
募

っ
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
か
ら
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
賛
助
会
費
に
よ
っ
て
「
さ

さ
え
あ
い
・
た
す
け
あ
い
」
に
よ
る
地
域

福
祉
の
維
持
・
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

賛
助
会
員
加
入
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●普通会員
高梁市民　　１口　1,000円
●法人会員
市内の法人（事業所を含む）

１口　3,000円
●ふるさと会員
市外居住者　１口　3,000円
●特別会員
特別な協力者１口　5,000円

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
事
業
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て

い
き
い
き
と
し
た
生
活
が
で
き
る
よ

う
地
域
住
民
が
集
ま
っ
て
交
流
し
、

ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
「
閉
じ
こ
も
り

予
防
」
や
「
生
き
が
い
づ
く
り
」、

「
健
康
の
保
持
」、「
介
護
予
防
」、「
子

育
て
支
援
」
等
の
活
動
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
高
梁
市
内
で
サ
ロ
ン
活
動

が
実
施
さ
れ
、『
笑
顔
い
き
い
き
高
梁
』

と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
に
、
本

市
社
会
福
祉
協
議
会
は
積
極
的
に
支

援
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
本
所
地
域

福
祉
課
又
は
各
支
所
へ
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

職員がサロン活動について説明いたします



　岡山県共同募金会高梁市支会では、平成21年10月1日から12月31日の間、
赤い羽根共同募金運動を実施しています。  
　今回は、高梁分会、川上分会、備中分会の街頭募金等をお知らせします。 

『
笑
顔
』に
つ
な
が
る
善
意
の
心
！ 

 

十
月
十
一
日
、
備
中
町
の
備

中
や
す
ら
ぎ
の
里
で
開
催
さ

れ
た
備
中
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

の
会
場
内
で
、
備
中
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
が
募
金
活
動

を
行
い
ま
し
た
。  

　
ま
た
、
十
月
十
八
日
、
川

上
町
の
マ
ン
ガ
絵
ぶ
た
公
園

周
辺
で
開
催
さ
れ
た
か
わ
か

み
ふ
る
さ
と
物
産
ま
つ
り
の

会
場
内
に
お
い
て
、
川
上
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
が
募
金

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。  

　
こ
の
募
金
活
動
は
地
域
の

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
に
あ
わ
せ

て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
も
多
く
の
方
か
ら
善
意

の
心
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

地
区
社
会
福
祉
協
議
会  

　次号では有漢分会、成羽分会の募金活動等をお知らせします。皆様の善意の心を引き続き 
よろしくお願いします。 

老
人
ク
ラ
ブ  高齢者いきいきスポーツ大会 

での募金活動のようす 

 

十
月
二
十
三
日
、
川
上
地
域

老
人
ク
ラ
ブ
が
、
高
齢
者
い

き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
会

場
内
で
募
金
活
動
を
行
い
ま

し
た
。  

　
ま
た
、
十
月
二
十
七
日
、

高
梁
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

が
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
会

場
内
に
お
い
て
募
金
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。  

　
こ
の
募
金
活
動
は
、
老
人

ク
ラ
ブ
で
「
地
域
の
た
め
に

何
か
出
来
る
こ
と
が
な
い
か
」

と
い
う
思
い
か
ら
募
金
箱
の

設
置
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
か
ら

多
く
の
善
意
の

心
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

かわかみふるさと物産まつり 
での募金活動のようす 

　高梁市支会では、今年
度も高梁駅前及びショッピ
ングデパート出入口付近
で街頭募金を実施しました。
募金していただいた皆さ
んの素敵な『笑顔』がとて
も印象的でした。善意の心
をありがとうございました。 

高
　
梁 
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資金ニーズに応じた貸付ができるようになりました

厚
生
労
働
省
で
は
、
昨
今
の
社
会
情

勢
に
よ
り
失
業
や
減
収
等
で
生
活
に
困

窮
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
、
継
続
的
な

相
談
支
援
（
就
労
支
援
、
家
計
指
導
等
）

と
あ
わ
せ
て
、
生
活
費
及
び
一
時
的
な

資
金
の
貸
付
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
生

活
の
立
て
直
し
を
支
援
す
る
資
金
制
度

を
創
設
し
て
い
ま
す
。

特
に
平
成
二
十
一
年
十
月
か
ら
制
度

の
見
直
し
に
よ
り
、
以
前
十
種
類
あ
っ

た
資
金
種
類
を
四
種
類
に
統
合
す
る

等
、
利
用
者
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
、

ま
た
、
利
用
者
の
資
金
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
柔
軟
な
貸
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
高
梁
市
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
現
在
生
活
費
等
で
お
困
り

の
住
民
の
方
に
こ
の
制
度
を
ご
活
用
い

た
だ
き
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
制

度
を
周
知
す
る
と
と
も
に
支
援
い
た
し

ま
す
の
で
、
本
所
地
域
福
祉
課
又
は
各

支
所
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

★主な変更内容 

資 金 種 類  
 
 
 

連帯保証人  
 
 
 
 

貸付金利子  

・10種類 
　（下図の参照） 
 
 
・連帯保証人を 
　立てないと 
　貸付不可能。 
 
 
・年３％ 

見 直 し 前  見 直 し 後  

・４種類（下図の参照）  
　利用者にとってわかりやすく、かつ、利用者の資金ニーズに応じた 
　柔軟な貸付を実施。 
 
・原則必要であるが、連帯保証人を立てない場合も貸付可能。 
・緊急小口資金について連帯保証人を確保できない場合も無利子。 
※ただし、教育支援資金（見直し前の修学資金）及び不動産担保型生活
資金（見直し前の長期生活支援資金）については、従前のとおり。   
 
・連帯保証人を立てる場合は無利子。 
・連帯保証人を立てない場合は年１.５％ 

見直し後の資金種類 
【見直し前】 【見直し後】 

１　更生資金（利子年３％） 
　　　生業費（低所得世帯） 
　　　生業費（障害者世帯） 
　　　技能習得費（低所得世帯） 
　　　技能習得費（障害者世帯） 
２　福祉資金（利子年３％） 

　　　福祉費 
 
　　　障害者等福祉用具購入費 
　　　障害者自動車購入費 
　　　中国残留邦人等国民年金追納費 
３　養老・介護等資金（無利子） 
４　災害援護資金（利子年３％） 
５　緊急小口資金（利子年３％） 
６　修学資金（無利子） 
 
　　　修学費 
 
　　　就学支度費 

７　離職者支援資金（利子年３％） 
 
８　自立支援対応資金（利子年３％） 
９　長期生活支援資金（長プラ） 
10　要保護世帯向け長期生活支援資金 
　　（長プラ） 

 
280万円 
460万円 
110万円 
130万円 

 
50万円 

※住宅改築等は250万円 
170万円 
250万円 
470.4万円 
170万円 
150万円 
10万円 

 
高校　月3.5万円 

短大・高専　月   6万円 
大学　月6.5万円 

50万円 
単身世帯　月10万円 
複数世帯　月20万円 

月10万円 
月30万円 

生活扶助額の1.5倍 

資金種類 
 

限　度　額 
 １　総合支援資金 

　　（継続的な支援必須） 
　　生活支援費 
　　　※　最長１年間の生活費 
　　住宅入居費 
　　　※　敷金・礼金 
　　一時生活再建費 
　　　※一時的な需要に対応 
２　福祉資金 
 
　　福祉費 
 

　　緊急小口資金 
 
３　教育支援資金 
　　　教育支援費 
　　　就学支度金 
４　不動産担保型生活資金 
　　（一般世帯向け） 
　　（要保護世帯向け） 

 
 

（二人以上）月20万円以内 
（単身）月15万円以内 

40万円以内 
 

60万円以内 
 
 

560万円以内 
※資金の用途に応じて 
目安額を設定　　　 

10万円以内 
※保証人不要 

 
月6.5万円以内 
50万円以内 

 
月30万円以内 

生活扶助額の1.5倍 

資金種類 
 

限　度　額 
 

 



▽
兼
森
　
國
廣
さ
ん
（
松
原
町
）

岡
山
県
身
体
障
害
者
福
祉
連
合
会
長
表
彰

更
生
援
護
功
労
者

▽
小
林
　
富
男
さ
ん
（
備
中
町
）
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岡山県総合社会福祉大会のようす

平
成
二
十
一
年
度
岡
山
県
総
合
社
会

福
祉
大
会
が
十
月
七
日
、
岡
山
市
民
会

館
で
開
催
さ
れ
高
梁
市
か
ら
個
人
十
五

名
と
一
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
多
年
に
わ
た
り
社
会

福
祉
活
動
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
顕

著
で
あ
る
県
下
の
社
会
福
祉
関
係
者
を

表
彰
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
ま
た
、

こ
の
大
会
に
よ
り
社
会
福
祉
関
係
者
が

さ
ら
な
る
連
携
強
化
を
図
り
、
社
会
福

祉
の
一
層
の
発
展
を
目
的
と
し
て
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
大
会
で
、
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。

岡
山
県
知
事
表
彰

老
人
福
祉
功
労

▽
奥
田
　
　
求
さ
ん
（
落
合
町
）

岡
山
県
保
健
福
祉
部
長
表
彰

社
会
福
祉
功
労

（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

▽
山
本
　
智
雄
さ
ん
（
成
羽
町
）

（
社
会
福
祉
事
業
団
体
役
員
）

▽
森
下
　
昌
昭
さ
ん
（
川
上
町
）

（
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
）

▽
西
山
福
祉
の
む
ら
委
員
会

（
備
中
町
）

岡
山
県
保
健
福
祉
部
長
表
彰

老
人
福
祉
功
労

▽
田
木
　
房
子
さ
ん
（
川
上
町
）

▽
三
宅
　
幹
夫
さ
ん
（
川
上
町
）

岡
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労

▽
森
定
　
　
寛
さ
ん
（
松
原
町
）

▽
小
山
　
倉
雄
さ
ん
（
御
前
町
）

▽
兼
森
　
國
廣
さ
ん
（
松
原
町
）

社
会
福
祉
施
設
功
労

▽
山
田
　
友
惠
さ
ん
（
落
合
町
）

岡
山
県
共
同
募
金
会
長
表
彰

奉
仕
功
労
者

▽
杉
本
　
右
一
さ
ん
（
成
羽
町
）

▽
山
本
　
智
雄
さ
ん
（
成
羽
町
）

▽
赤
木
　
喬
子
さ
ん
（
成
羽
町
）

▽
山
下
　
里
絵
さ
ん
（
成
羽
町
）

従
事
功
労
者

▽
難
波
　
英
夫
さ
ん
（
有
漢
町
）

▽
手
塚
　
幸
恵
さ
ん
（
荒
神
町
）

岡
山
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
長
表
彰

功
労
民
生
委
員
児
童
委
員

▽
森
定
　
　
寛
さ
ん
（
松
原
町
）

▽
小
山
　
倉
雄
さ
ん
（
御
前
町
）

十
月
二
十
一
日
、
岡
山
市
民
会
館
に
お

い
て
、
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

の
第
四
十
六
回
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

が
開
催
さ
れ
、
高
梁
市
か
ら
個
人
七
名
と

一
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
会
員
促
進
と
魅
力
あ
る

ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
多
年
に
わ
た
る

老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
発
展
に
功
績
が
顕
著

な
個
人
ま
た
は
団
体
に
対
し
、
表
彰
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

今
大
会
で
、
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
運
営
功
労
者

▽
宮
田
　

さ
ん
（
津
川
町
）

▽
平
井
　
武
夫
さ
ん
（
成
羽
町
）

▽
三
村
　
　
斂
さ
ん
（
川
上
町
）

▽
角
川
　
勇
夫
さ
ん
（
備
中
町
）

▽
福
田
　
　
武
さ
ん
（
備
中
町
）

老
人
ク
ラ
ブ
運
営
協
力
者

▽
宗
岡
　
　
猛
さ
ん
（
成
羽
町
）

▽
吉
田
た
し
み
さ
ん
（
成
羽
町
）

優
良
老
人
ク
ラ
ブ

▽
塩
田
研
精
会
（
宇
治
町
）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

特集



第28号

（7）

平
成
二
十
一
年
度
全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
会
長
表
彰
を
こ

の
た
び
本
市
社
協
か
ら
三
名
の
職
員
が
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
多
年
に
わ
た
り
老
人
福
祉
及
び
介
護
事
業
に
貢

献
し
、
そ
の
業
績
が
特
に
顕
著
で
老
人
福
祉
及
び
介
護
事
業
の
進

展
に
寄
与
さ
れ
た
職
員
に
対
し
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
、
受
賞
さ
れ
た
職
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
二
十
一
年
度

全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
会
長
表
彰

山
陽
新
聞
社
会
事
業
団
主
催
の
平
成
二
十
一
年
度
社
会
福
祉
優

良
従
事
者
表
彰
を
こ
の
た
び
本
市
社
協
か
ら
二
名
の
職
員
が
受
賞

し
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
社
会
福
祉
施
設
及
び
福
祉
関
係
で
、
職
務
に
精

励
し
、
献
身
的
な
活
動
の
業
績
を
顕
彰
し
、
広
く
県
民
の
理
解
を

深
め
、
社
会
福
祉
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た
職
員
に
対
し
、
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
、
受
賞
さ
れ
た
職
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

山
陽
新
聞
社
会
事
業
団
主
催

第
三
十
五
回
社
会
福
祉
優
良
従
事
者
表
彰

介
護
保
険
課
　
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

管
理
者
　
住
吉
悦
子

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
開
所
以
来
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
従
事
し
、
多
く
の
利
用
者
の
方
と
出
会
い
・

ふ
れ
あ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
市
民
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
明

る
く
、
元
気
で
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

同
課
　
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

主
任
　
岡
　
利
子

利
用
者
の
方
々
の
元
気
な
笑
顔
や
声
と
周
囲
の
方

の
励
ま
し
に
よ
り
、
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

同
課
　
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

主
任
　
久
保
智
子

多
く
の
方
々
の
協
力
の
も
と
勤
務
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

今
後
も
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
よ
り
一
層
楽

し
く
、
元
気
に
な
れ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て

努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
職
員
の
声

介
護
保
険
課
　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
　
か
わ
か
み

管
理
者
　
内
藤
　
正
枝

十
六
年
間
職
場
の
皆
さ
ん
や
家
族
の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
続
け
る
こ
と
が
出
来
た
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。

今
後
も
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
利
用
者
の
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

同
課
　
訪
問
入
浴
事
業
所
　
た
か
は
し

管
理
者
　
岡
崎
　
宏
子

こ
の
度
は
、
社
会
福
祉
優
良
従
事
者
の
表
彰
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
在
宅
入
浴
の
利
用
者
の
方
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
気
持
ち
を
新
た
に
し
、
こ
の
職
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
職
員
の
声

十
月
二
日
、
岡
山
県
庁
で
平
成
二
十
一

年
度
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
の
伝
達
式
が
行

わ
れ
、
高
梁
市
か
ら
成
羽
町
の
成
羽
手
話

サ
ー
ク
ル
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り
福
祉
分

野
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
率
先
し
て

行
っ
て
い
る
個
人
又
は
団
体
に
対
し
、
そ

の
功
績
を
称
え
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

同
サ
ー
ク
ル
は
、
昭
和
五
十
年
五
月
の

結
成
以
来
、
講
演
会
で
の
手
話
通
訳
や
聴

覚
障
害
者
と
手
話
を
通
じ
て
の
交
流
等
、

聴
覚
障
害
者
が
安
心
し
て
社
会
参
画
で
き

る
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

代
表
の
渡
邊
功
子
さ
ん
は
「
本
当
に
あ

り
が
た
い
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
高
梁
市
に
住
ん
で
い
る
み
ん
な
が
、

笑
顔
で
生

活
で
き
る

よ
う
に
こ

の
活
動
を

頑
張
り
ま

す
」
と
感

想
を
述
べ

ら
れ
ま
し

た
。

表彰の伝達式のようす



十
月
十
三
日
、
有
漢
農
業
構
造
改
善

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
風
ぐ
る
ま
サ
ロ
ン

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
サ
ロ
ン
は
、
有
漢
町
内
の
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
に
ふ
れ
あ
い
の
場
を

設
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
有
漢
地

区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
が
主
体

と
な
っ
て
行
っ
て
お
り
、
共
同
募
金
配

分
金
を
受
け
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

今
回

は
、
有
漢

東
小
学
校

区
か
ら
十

八
名
と
、

民
生
委
員

児
童
委
員

十
三
名
が

参
加
し
、

講
師
の
方

か
ら
筋
力
低
下
を
防
止
す
る
体
操
指
導

を
受
け
、
昼
食
に
、
民
生
委
員
児
童
委

員
の
方
の
手
作
り
お
弁
当
を
取
り
な
が

ら
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

有
漢
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
で
は
、
共
同
募
金
配
分
金
を
地
域
に

根
ざ
し
た
福
祉
に
役
立
て
る
よ
う
に
活

用
し
て
い
ま
す
。

第28号

（8）

手
品
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
来
訪

巨
瀬
地
区
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

九
月
二
十
八
日
、
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
手
品
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

訪
問
が
あ
り
、
利
用
者
十
二
名
は
不
思

議
な
手
品
の
世
界
に
魅
了
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
手
品
の
他
に
ど
じ
ょ
う
す
く

い
や
南
京
玉
す
だ
れ
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

等
が
披
露
さ
れ
、
利
用
者
の
方
は
終
始

手
品
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
華
麗
な
手

さ
ば
き
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

高
　
梁

有
漢
町
敬
老
会
開
催

有
漢
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

九
月
十
三
日
、
有
漢
町
学
習
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
平
成
二
十
一
年
度
有
漢
町

敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
敬
老
会
は
、
毎
年
有
漢
町
内
の

七
十
五
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
長
寿
の

お
祝
い
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
の
対

象
者
は
六
百
四
十
四
人
で
、
そ
の
う
ち

百
九
十
四
人
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
演

芸
会
が
あ
り
、
演
芸
に
あ
わ
せ
て
手
拍

子
を
と
っ
た
り
一
緒
に
歌
っ
た
り
し
て
、

一
日
を
有
意
義
に
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

有
　
漢

ロープ手品に挑戦している利用者たち

平成21年度　有漢町敬老会のようす

風ぐるまサロンのようす

風
ぐ
る
ま
サ
ロ
ン
を
開
催

有
漢
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

有
　
漢

平
成
二
十
一
年
度
の
歳
末
た
す
け

あ
い
運
動
で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆

様
か
ら
の
募
金
に
よ
っ
て
、
特
定
疾

患
治
療
研
究
事
業
の
対
象
疾
患
の
方

と
人
工
透
析
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方

に
、
激
励
金
を
お
贈
り
し
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
次
の
期
限
ま

で
に
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

▽
申
請
期
限

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日
（
金
）

▽
問
い
合
わ
せ
…
本
所
地
域
福
祉
課

又
は
各
支
所
ま
で

地
域
福
祉
課
（
1
２
２
―
７
２
４
３
）

有
漢
支
所
（
1
５
７
―
３
２
１
８
）

成
羽
支
所
（
1
４
２
―
２
０
０
５
）

川
上
支
所
（
1
４
８
―
９
７
７
０
）

備
中
支
所
（
1
４
５
―
３
１
３
１
）

お
し
ら
せ



備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、

十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
総
社
市
の

備
中
国
分
寺
周
辺
へ
秋
の
バ
ス
遠
足
に

出
か
け
て
い
ま
す
。

十
月
二
十
一
日
、
雲
ひ
と
つ
な
い
晴

天
に
恵
ま
れ
、
紅
葉
が
始
ま
っ
た
山
々

を
楽
し
み
な
が
ら
国
分
寺
周
辺
を
散
策
。

そ
の
後
バ
イ
キ
ン
グ
に
よ
る
昼
食
を
と

り
、
仲
間
同
士
の
会
話
も
弾
み
、
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
回
、
参
加
さ
れ
た
備
中
町
湯
野
地

区
の
嶋
村
俊
顕
さ
ん（
100
歳
）は
、「
車

窓
か
ら
眺
め
る
景
色
が
と
て
も
新
鮮
で
、

来
年
も
元
気
で
遠
足
に
参
加
し
た
い
」

と
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
二
十
八
日
は
布
賀
地
区

の
利
用
者
が
、
十
一
月
十
一
日
に
は
平

川
地
区

の
利
用

者
が
参

加
さ
れ

秋
の
バ

ス
遠
足

を
楽
し

み
ま
し

た
。

第28号

（9）

健
康
福
祉
ま
つ
り
を
開
催

成
羽
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

九
月
六
日
、
成
羽
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
周
辺
に
お
い
て
平
成
二
十
一
年
度
健

康
福
祉
ま
つ
り
成
羽
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
健
康
福
祉
ま
つ
り
成
羽
で
は
、

町
民
み
ん
な
が
手
を
と
り
あ
っ
て
健
康

で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ

て
お
り
、
輪
投
げ
や
ピ
ン
ボ
ー
リ
ン
グ

や
将
棋
等
の
競
技
に
総
勢
三
百
五
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
な
か
に
は
、
八
十
歳
以
上

の
方
も
お
ら
れ
、
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
プ

レ
ー
も
出
て
白
熱
し
た
競
技
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
実
行

委
員
会
（
河
内
啓
輔
実
行
委
員
長
）
で

は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
で
募
金
活

動
を
行
い
、
こ
の
浄
財
を
地
域
の
福
祉

活
動
と
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め
に

町
内
の
保

育
園
や
成

羽
地
区
社

会
福
祉
協

議
会
へ
寄

付
さ
れ
ま

し
た
。

成
　
羽

ハツラツとしたプレーを展開

備中国分寺周辺を散策

秋
の
国
分
寺
散
策

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

備
　
中

福祉施設の作品展示コーナー 

福
禄
寿
様 

お
し
ど
り
夫
婦 

大
黒
様 

備中デイサービスセン
ターの職員が牛乳パック
などの材料を持ち寄り、
利用者と一緒に作成し、
町内の案山子コンテスト
へ出展した結果、見事第
三位入賞となりました。 

川上デイサービスセン
ターの職員が下書きを行
い、利用者が色紙を貼り
付けて作成しました。 

川上 川上 

川上 

案

山

子

 

備中 
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福
祉
総
合
相
談 

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
相
談 

常
任
相
談
員 
心
配
ご
と
相
談
員 

心
配
ご
と
相
談 

身
体
障
害
者 

相
　
談
　
員 

身
体
障
害
者 

相
　
　
　
談 

 
高梁本所 
 
有漢支所 
成羽支所 
川上支所 
備中支所 
 
高梁本所 
 

有漢支所 
 
成羽支所 
 
川上支所 
 
備中支所 
 
高梁本所 
 
有漢支所 
成羽支所 
川上支所 
備中支所 

14日、28日（月） 
２日、９日、16日（水） 
高梁総合福祉センター 
 
 
 
 
４日、18日（金） 
10日、24日（木） 
高梁総合福祉センター 
16日（水） 
有漢保健センター 
18日（金） 
吹屋公民館 
 
 
16日（水） 
備中高齢者生活福祉センター 
３日（木） 
高梁総合福祉センター 

25日（月） 
６日、13日、20日、27日（水） 
高梁総合福祉センター 
 
 
 
 
15日（金） 
14日、28日（木） 
高梁総合福祉センター 
20日（水） 
有漢農業構造改善センター 
22日（金） 
成羽総合福祉センター 
20日（水） 
川上保健センター 
 
 
7日（木） 
高梁総合福祉センター 

種　別 区　分 12　　月 1　　月 
担　当 
相談員 

※プライバシーは完全に守ります。お気軽にどうぞ。 
☆相談時間　10：00～15：00

☆相談予約・問合せ 
高梁本所　1@27243　　有漢支所　1%73218　　成羽支所　1$22005 
川上支所　1$89770　　備中支所　1$53131

平成21年度 

「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
は
共

同
募
金
の
一
環
と
し
て
、
新
た
な

年
を
迎
え
る
時
期
に
支
援
を
必
要

と
さ
れ
る
人
た
ち
が
、
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
協

力
を
得
て
福
祉
活
動
を
展
開
す
る

も
の
で
す
。

実
施
期
間
は
、
十
一
月
一
日
か

ら
十
二
月
三
十
一
日
で
、
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
募
金
は
、

○
在
宅
寝
た
き
り
の
人

○
難
病
者
等

○
福
祉
団
体

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
へ
支
援
を
行
い
ま
す
。

「
た
す
け
あ
い
・
さ
さ
え
あ
い
」

の
善
意
の
心
で
募
金
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成21年9月と10月にいただいたご寄付についてお知らせ
します。心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会へのご寄付 

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

五
万
円
　
巨
瀬
町
　
島
田
　
　
進

（
故
・
三
郎
様
）

金
一
封
　
奥
万
田
町

藤
　
佐
代
子

（
故
・

三
様
）

金
一
封
　
片
原
町
　
八
木
　
良
樹

（
故
・
喜
代
子
様
）

金
一
封
　
松
原
町
　
福
島
　
貞
子

（
故
・
薫
様
）

金
一
封
　
弓
之
町
　
東
　
　
利
明

（
故
・
薫
様
）

金
一
封
　
中
井
町
　
土
谷
　
孝
弘

（
故
・
美
行
様
）

金
一
封
　
旭
　
町
　
小
野
　
雅
俊

（
故
・
登
様
）

金
一
封
　
松
原
町
　
佐
棟
　
　
稔

（
故
・
恵
子
様
）

金
一
封
　
津
川
町
　
後
安
新
太
郎

（
故
・
彰
男
様
）

金
一
封
　
南
　
町
　
小
見
山
新
吉

（
故
・
一
美
様
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
三
村
　
一
郎

（
故
・
操
様
）

金
一
封
　
落
合
町
　
松
下
　
　
勇

（
故
・
英
子
様
）

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
岡
本
　
裕
朗

（
故
・
忠
良
様
）

金
一
封
　
落
合
町
　
鎌
田
　
健
司

（
故
・
貞
子
様
）

金
一
封
　
内
山
下
　
須
山
ス
ミ
子

（
故
・
信
夫
様
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
谷
川
　
康
徳

（
故
・
君
代
様
）

金
一
封
　
津
川
町
　
東
　
　
照
治

（
故
・
あ
さ
の
様
）

金
一
封
　
津
川
町
　
矢
吹
惠
美
子

（
故
・
山
本
な
つ
様
）

金
一
封
　
落
合
町
　
稲
村
　
　
實

（
故
・
光
男
様
）

十
万
円
　
中
井
町
　
塩
田
　
清
子

（
故
・
一
彌
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封

津
川
町

後
安
新
太
郎

（
故
・
彰
男
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封
　
倉
敷
市
　
赤
木
夫
佐
子

（
故
・
中
山
定
江
様
）

金
一
封
　
津
川
町
　
矢
吹
惠
美
子

（
故
・
山
本
な
つ
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

五
万
円

巨
瀬
町

島
田
　
　
進

（
故
・
三
郎
様
）

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
福
瀧
　
晴
已

（
故
・
博
志
様
）

金
一
封
　
岡
山
市
　
小
田
　
信
博

（
故
・
毅
様
）

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
大
内
　
克
信

（
故
・
正
信
様
）

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
岡
本
　
裕
朗

（
故
・
忠
良
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封
　
中
井
町
　
土
谷
　
孝
弘

（
故
・
美
行
様
）

金
一
封
　
中
井
町
　
塩
田
　
清
子

（
故
・
一
彌
様
）

金
一
封
　
中
井
町
　
西
村
　
政
治

（
故
・
忠
清
様
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封
　
松
原
町
　
福
島
　
貞
子

（
故
・
薫
様
）

金
一
封
　
松
原
町
　
佐
棟
　
　
稔

（
故
・
恵
子
様
）

金
一
封
　
松
原
町
　
竹
原
　
芳
子

（
故
・
政
志
様
）

金
一
封
　
松
原
町
　
西
山
　
眞
澄

（
故
・
忠
男
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封
　
落
合
町
　
松
本
　
圭
司

（
故
・
静
子
様
）

金
一
封
　
落
合
町
　
松
下
　
　
勇

（
故
・
英
子
様
）

金
一
封
　
落
合
町
　
鎌
田
　
健
司

（
故
・
貞
子
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封
　
上
有
漢
　
綱
島
　
正
司

（
故
・
す
が
様
）

金
一
封
　
有
　
漢

吉
田
　
益
雄

（
故
・
ア
イ
子
様
）

金
一
封
　
上
有
漢

湯
浅
　
史
郎

（
故
・
康
史
様
）

五
万
円
　
有
　
漢
　
佐
倉
　
敏
男

（
故
・
輝
夫
様
）

金
一
封
　
有
　
漢

森
岡
　
　
清

（
故
・
富
子
様
）

金
一
封
　
有
　
漢

植
木
夕
里
子

（
故
・
茂
策
様
）

《
成
羽
支
会
》

五
万
円
　
成
　
羽
　
真
田
　
栄
吉

（
故
・
一
太
様
）

金
一
封
　
下
日
名
　
佐
藤
須
恵
子

（
故
・
充
様
）

金
一
封
　
中
　
野
　
丹
下
　
和
馬

（
故
・
和
子
様
）

金
一
封
　
布
　
寄
　
杉
田
喜
美
子

（
故
・
茂
様
）

金
一
封
　
星
　
原
　
清
水
　
正
明

（
故
・
亀
子
様
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
吉
川
　
昌
男

（
故
・
愛
女
様
）

金
一
封
　
上
日
名
　
藤
原
　
淳
司
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（
故
・
マ
ス
エ
様
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
畑
山
　
幹
夫

（
故
・
幸
太
郎
様
）

金
一
封
　
中
　
野
　
渡
辺
　
澄
雄

（
故
・
登
美
子
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封
　
地
　
頭
　
森
　
　
富
重

（
故
・
惠
美
様
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
金
子
　
　
徹

（
故
・
宝
一
様
）

金
一
封
　
三
　
沢
　
槇
井
　
哲
弘

（
故
・
芳
子
様
）

金
一
封
　
七
　
地
　
大
塚
　
和
幸

（
故
・
勝
弘
様
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
松
本
　
伸
明

（
故
・
照
美
様
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
亀
石
　
知
美

（
故
・
辰

様
）

金
一
封
　
臘
　
数
　
佐
々
木
一
七

（
故
・
安
栄
様
）

金
一
封
　
福
山
市
　
細
川
　
嘉
彦

（
故
・
満
作
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封
　
平
　
川
　
延
岡
三
枝
子

（
故
・
金
市
様
）

金
一
封
　
平
　
川
　
石
川
イ
ワ
ヨ

（
故
・
儀
一
様
）

金
一
封
　
岡
山
市
　
原
田
　
秀
生

この広報紙は再生紙を使用しています。 

（
故
・
良
茅
様
）

〔
一
般
寄
付
〕

《
高
梁
支
会
》

金
一
封
　
　
　
　
　
匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て
第
三
〇
四
・
三
〇
五
回
目
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封
　
中
井
町
　
惣
田
　
　
弘

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封
　
有
　
漢
　
小
柴
　
雅
夫

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
藤
森
　
節
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
近
藤
　
正
之

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
櫻
　
　
忠
雄

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
山
縣
　
彰
之

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封
　
上
大
竹
　
大
山
　
京
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
唐
崎
　
静
雄

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
藤
井
　
重
美

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
中
山
　
輝
正

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
小
倉
ウ
メ
コ

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封
　
東
油
野
　
宮
城
　
哲
之

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
西
　
山
　
赤
木
　
久
代

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
布
　
瀬

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
高
梁

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

九
月
十
五
日
発
行
（
第
二
十
七

号
）
に
お
い
て
掲
載
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

◆
十
四
ペ
ー
ジ

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
備
中
支
会
》

（
誤
）

金
一
封
　
玉
野
市
　
平
岡

俊
次

（
正
）

金
一
封
　
玉
野
市
　
平
奥

俊
次

平
成
二
十
一
年
度
も
後
半
に

入
り
、
現
在
、
本
年
度
の
地
域

福
祉
事
業
推
進
状
況
を
踏
ま
え

た
中
間
で
の
評
価
を
行
い
、
次

年
度
に
向
け
た
予
算
編
成
時
期

を
迎
え
、
多
忙
な
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
。

先
日
、
あ
る
機
会
に
本
市
社

協
会
長
よ
り
「
職
員
は
在
職
中

何
か
の
足
跡
を
残
す
よ
う
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
職
員
の

皆
さ
ん
は
い
つ
か
必
ず
退
職
す

る
時
が
来
ま
す
が
、
そ
の
時
に

人
か
ら
惜
し
ま
れ
る
よ
う
な
職

員
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
惜
し
ま
れ
る
」
気
持
ち
と
い

う
の
は
「
繋
が
り
」
の
強
さ
に

比
例
し
て
強
く
な
り
ま
す
。

私
た
ち
が
普
段
何
気
な
く
過

ご
し
て
い
る
生
活
の
中
に
い
つ

も
人
と
人
と
の
『
繋
が
り
』
が

あ
り
ま
す
。
親
子
、
ご
近
所
、

町
内
会
、
職
場
等
で
す
が
、
こ

の
『
繋
が
り
』
を
一
層
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
意
味
で
は
広
報
紙

「
ふ
れ
あ
い
福
祉
」
も
本
市
社
協

と
市
民
の
皆
様
を
繋
ぐ
大
切
な

も
の
の
一
つ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
地
域

福
祉
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ａプラン……260円 
Ｂプラン……420円 
Ｃプラン……590円 
　天災危険補償タイプもあります。 

掛
　
金
 

お問合せやご相談は・・・ 

高梁市社会福祉協議会 
 本　　所1@27243　有漢支所1%73218 

成羽支所1$22005　川上支所1$89770 
備中支所1$53131 まで 安心を支えます 


